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論文内容の要旨 
 

モンゴル国において、カシミヤは国の重要な輸出品である。しかし、その品質を表す指標は専

門家の手触り評価と繊維長、繊維の曲率など主に繊維の性質のみで決められており、研究が進ん

でいない。またカシミヤの性質は、カシミヤ山羊の原産地、年齢、気候や刈り取りの方法によっ

ても変わるため、特に高級品に使用される原毛は熟練者の経験に高く依存している。本研究は、

カシミヤから製品になるまでの一連の工程で、感性評価が主である糸になる前の繊維集合体（ト

ップ）とカシミヤのコートが生み出す独特の布の光沢に着目した。それは、この２点についての

研究がいまだ十分されていないからである。したがって、カシミヤの布に触れたときにひとが視

感、触感で感じる微妙な差を科学的に明らかにし、熟練者の経験にもとづく評価を客観的な測定

値で説明可能にする評価方法の開発を目的とした。 

第１章では、モンゴルにおけるカシミヤ繊維の製品化に関する現状について言及した。その上

で、文献に基づき、カシミヤ繊維の特徴やその評価方法をこれまでの研究成果からまとめた。ま

たモンゴルの専門家が行っている原毛の評価方法についても調査結果を示した。その上で、これ

まで羊毛を中心に行われてきた評価方法や布の風合い評価について考察し、本研究の目的と位置

づけについて述べた。 

第２章では、トップの圧縮特性、表面特性の定量化を行った。これは、この２つの物性が専門

家の手触り評価と深く関係しているためである。試料は、モンゴルの同一地域から採取された３

種類のトップと比較として繊維直径の小さい羊毛トップを用いた。羊毛の専門家と学生が行った

手触りによる官能評価（一対比較法）では、羊毛とカシミヤの差は明確に識別できたが、カシミ

ヤ間の評価に有意差は認められなかった。次に、カシミヤトップの圧縮試験を行った。カシミヤ

のトップは非常に柔らかいため、新たな圧縮試験用の試料セルの作製と微妙な差を評価できる圧

縮の測定条件を検討した。その結果、250Pa まで圧縮したときのエネルギーとその時の厚さの変

化量でカシミヤ試料間の微妙な差が検出できた。さらに、トップ表面の摩擦係数を U 字型ピアノ

線１０本が並べられた摩擦子を用い、0.1N の荷重で動かした結果、平均摩擦係数（MIU）で試料

間の有意差がみられた。したがって、圧縮エネルギーと摩擦係数を組み合わせることでカシミヤ
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トップ間の微妙な差を定量化できることがわかった。 

第３章では、布の光沢の定量化を布表面にみられる毛の流れとの関係で考察した。測定には、

変角分光測色システムを用い、入射角（i）、受光角（v）、試料の面内回転角度（）を、

( iv〜 の条 件と i v〜

の２条件で明度（L）を測定した。試料は表面の毛の流れが異なるカシミヤの 3x1 綾織物

と構造の異なる毛織物、毛／紙／綿繊維からなる織物である。その結果、 

( i v〜の条件において、同一織構造のカシミヤ布の間で毛の

流れの差が L値に反映された。また面内回転させた時の L値の分布は、光が毛の流れに沿って

入射した時に強い光沢を発すること、また毛の流れが強くでていない試料表面からの反は、に

かかわらず一定であることもわかった。このような毛並みの違いと反射光分布の関係を示す知見

はひとが布から受ける印象を考えた布の仕上げにも応用できる。 

第４章では、実際に指を布上ですべらせた時の力を検出することで、指と布間の摩擦係数を測

定し、同時に感性評価より摩擦係数とひとが感じた評価の間にどのような関係がみられるのかを

考察した。試料は、黒の布７種類である。指が布を押す力は触感フォースプレート上に布を置い

たときの３軸方向の力より算出した。３０人の大学生によって評価を行ったところ、押す力やス

ピードには男女差、個人差が大きいことがわかった。しかし実際の指と布の摩擦係数が大きいほ

どすべりにくい評価になる傾向がみられ、これは今後ひとの評価をさらに分析する上で重要であ

る。 

第５章では、本論文で得られた成果と課題を結論としてまとめた。 

 

論文審査の結果の要旨 

 

カシミヤの性質は、カシミヤ山羊の原産地、年齢、気候や刈り取りの方法によって変化するた

め、特に高級品に使用される原毛の選別は熟練者の経験に高く依存している。本研究は、カシミ

ヤから製品になるまでの一連の工程で、感性評価が主である糸になる前の繊維集合体（トップ）

と最終製品であるカシミヤコートが生み出す独特な光沢の評価に着目した。それは、この２点に

ついての研究がいまだ十分されていないからである。 

本研究の目的は、カシミヤの布に触れたときにひとが視感、触感から感じる微妙な差を物性値

より明らかにし、さらに熟練者の経験にもとづく判断基準を説明可能にする評価方法の開発であ

る。試料は、モンゴルの同一地域から採取された高級品として扱われているカシミヤトップと比

較のために繊維直径の小さい羊毛トップである。カシミヤのトップは非常に柔らかいため、新た

な圧縮試験用の試料セルを作製し、微妙な差を評価できる圧縮の測定条件を見つけている。特に、

トップ表面の摩擦係数を U 字型ピアノ線１０本が並べられた摩擦子を用い、0.1N の荷重で動か

す方法で測定することで、平均摩擦係数（MIU）に試料間の有意差を見いだした。したがって圧

縮エネルギーと摩擦係数を組み合わせることでカシミヤトップ間の差を定量化できることを示し

た点は新規性がみられる。また、触感フォースプレート上に布を置き、ひとがその上で指を滑ら

す時に生じた３軸方向の力より指と布の間の摩擦係数を検出する方法も検討している。布を見た

ときに感じるカシミヤの光沢を定量化するために、布表面にみられるカシミヤの毛の流れと光沢

の関係を調べている。その結果、試料を面内回転させた時の反射光の分布（L値の分布）は、光
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が毛の流れに沿って入射した時に強い光沢を発すること、また毛の流れが強くでていない試料表

面からの反射光は、面内回転角にかかわらず一定であることも新たに定量化された。本研究は、

将来モンゴルにおけるカシミヤ製品の品質向上に大きく寄与することが期待できる評価方法と基

礎データを示した点で価値が高い。 

本論文の基礎となっている学術論文は、レフェリー制度の確立した雑誌に掲載された２編で、

全て申請者が筆頭著者である。また、いずれの論文においても、二重投稿等の研究者倫理に反す

るような背徳行為のないことを確認した。 
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